
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語学者の金田一先生によれば、新しい

辞書が発売されたとき、ライバル会社が

真っ先に調べるのは「間」という言葉。

なぜなら簡単な言葉ほど説明が難しいか

らだそうです。昨今は「伝える」スキル

が注目されています。自社の商品やサー

ビスを小学生にも分かるように伝えられ

たら最強の営業マンと言えそうですね。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

URL:www.ht-tax.com 

Mail:y.taira@ht-tax.com 

【将来はなくなるべきバッグ】 

PLASTICITY（プラスティシティ）は捨てられたビニール傘を再利用するファッション

バッグのブランドです。リサイクルが難しいビニール傘を解体し何層にも重ねてプレ

ス加工した素材は、窓ガラスに流れる雨のような表情や独特の質感が特徴。トートや

斜め掛けのサコッシュに製品化する、全ての工程に熟練した職人の技術を用いたメイ

ドインジャパンです。プラスチックの廃棄問題が解決すれば「10 年後になくなるべき

ブランド」。本気の高品質がユーザーに迫ります。 

【
２
０
２
１
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
に
つ
い
て
】 

 

２
０
２
１
年
度
の
税
制
改
正
の
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・
好
循

環
の
実
現
を
図
る
た
め
、
企
業
に
つ
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
企
業
変
革
を
推
進
す
る
」
た
め
の
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
投
資
促
進
税
制
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま

す
。
ま
た
申
告
書
や
届
出
書
に
お
け
る
押
印
の
廃
止
、
電
子
帳
簿

保
存
の
簡
素
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
法
人
税
に
お
い
て
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
産
業
競

争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
企
業
環
境

を
構
築
す
べ
く
、
社
内
に
整
備
さ
れ
て
い
る
サ
ー
バ
ー
や
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
な
ど
を
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
た
め
の
投
資

（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
機
械
装
置
・
器
具
備
品
の
取
得
）
を
行
っ
た

場
合
に
税
額
控
除
（
５
％
・
３
％
）
ま
た
は
特
別
償
却
（
３
０
％
）

が
で
き
る
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
整
備
面
に
お
い
て
は
行

政
手
続
き
で
書
類
の
押
印
義
務
が 

見
直
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
一
部 

の
例
外
を
除
い
て
は
、
確
定
申
告 

書
や
各
種
届
出
書
に
つ
い
て
の
押 

印
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に 

電
子
帳
簿
保
存
の
簡
素
化
に
つ
い 

て
は
、
従
来
は
事
前
に
必
要
だ
っ 

た
税
務
署
長
の
承
認
が
廃
止
さ
れ
た
り
、
信
頼
性
の
高
い
電
子
帳

簿
に
つ
い
て
は
過
少
申
告
加
算
税
を
５
％
軽
減
す
る
と
い
っ
た

刺
激
策
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
デ
ー
タ
の
電
子
化
が
ま
す
ま

す
加
速
し
て
い
く
た
め
、
ど
こ
ま
で
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
近

づ
け
る
か
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
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【「人生 100 年」時代の商売】 

 

「人間五十年、下天の内をくらぶれば、夢幻の如くなり。一度生

を得て、滅せぬもののあるべきか」。桶狭間の戦いの前夜、天下統

一への第一歩を踏み出そうとしていた織田信長が謡い舞ったとい

う「敦盛（あつもり）」の有名な一節は、人の世の 50 年の歳月は

天界の一日にしかあたらない、夢幻のようなものだと解釈されて

います。人の世の時のはかなさを意味するこの一節が、信長の琴

線に触れたのかもしれません。それから 460 年以上が経ち、今や

「人生 100 年」の時代を私たちは生きています。人生の時間が長

くなった分、何が変わったのでしょうか。 

お釈迦様にこんな逸話があります。あるときお釈迦様が弟子たち

に尋ねました。「人生の長さがどのくらいあるか、お前たちは知っ

ているか？」。弟子の１人が答えます。「50 年くらいでしょうか」。 

お釈迦様は首を横に振りました。 

「では、40 年くらいですか」。別の弟子 

の答えにもお釈迦様は首を横に振りま 

す。「30 年」「20 年」「10 年」「１年」弟 

子たちは次々と答え、最後に「１時間」 

と答えてもお釈迦様は首を縦に振りま 

せん。そしておもむろにこう言ったそ

うです。「ひと呼吸の間である」。つまり、人生とは一瞬だとお釈

迦様は言いたかったのでしょう。50 年であろうと 100 年であろう

と、人生は一瞬、一瞬の積み重ねです。一瞬の累計が 50 年か 100

年かの違いだけで、今この瞬間を生きることに変わりはありませ

ん。「今」という一瞬に集中しようと思ったら、あれもこれもはで

きません。本質的な課題は何か。その見極めは商売でも肝心要で

す。天界の時間に比べれば一瞬の幻に過ぎない人の世ですが、今

できることに集中して、それが自分を含めた周囲の喜びや楽しみ

となれば、それ以上に良いことはないでしょう。難しい問題をか

かえているとしても、今できることをひとつずつやっていくこと

で困難を喜びに変えていく。そんな仕事を、そんな日々を積み重

ねていけるのは、何にも増して豊かでありがたいことであると思

うこの頃です。 

【スマホ脳】 
検証結果をもとにスマホの中毒性
について分かりやすく説明した精
神科医ハンセンの世界的ベストセ
ラー。簡単に情報 
を享受できる一方、 
集中力や記憶力の 
低下、睡眠障害を 
引き起こすといわ 
れるスマホの利用 
法を一考したくな 
る一冊です。 

仲間と楽しい時間を過

ごしたりリラックスす

ることに適した運勢で

す。楽しみを仕事に結

びつける工夫は大吉！ 

気が散漫になりやすく

集中力に欠けてミスを

しやすい運勢ですが、

何事も注意深く行えば

吉運がアップします。 

チャンスだと思ったら

迷わず前進すると良い

運勢。絶好のタイミン

グを捉えるとさらに飛

躍できる月でしょう。 

運勢は停滞期なもの

の、自信過剰は慎んで

人の意見に耳を傾けて

みると思わぬところで

ヒントが得られます。 


